
2022年 7月 3日 

主日礼拝 

 

《礼拝》 

 

礼拝讃美歌⇒256番 

『歌いつつ歩まん』 

 

聖書⇒創世記 18:26~28編（MM姉） 

『主は言われた。「もしソドムの町に正しい者が五十人いるならば、その者たちのために、町全部を赦そう。」

アブラハムは答えた。「塵あくたにすぎないわたしですが、あえて、わが主に申し上げます。もしかすると、

五十人の正しい者に五人足りないかもしれません。それでもあなたは、五人足りないために、町のすべてを滅

ぼされますか。」主は言われた。「もし、四十五人いれば滅ぼさない。」』 

 

礼拝讃美歌⇒413番（旧 253番） 

『地の塵に等しかり』 

 

聖書⇒列王記上 6:１、7節（ES姉） 

『ソロモン王が主の神殿の建築に着手したのは、イスラエル人がエジプトの地を出てから四百八十年目、ソロ

モンがイスラエルの王になってから四年目のジウの月、すなわち第二の月であった。 

 

神殿の建築は、石切り場でよく準備された石を用いて行われたので、建築中の神殿では、槌、つるはし、その

他、鉄の道具の音は全く聞こえなかった。』 

 

聖書⇒エフェソ 1:6～10節（ES姉） 

『神がその愛する御子によって与えてくださった輝かしい恵みを、わたしたちがたたえるためです。わたした

ちはこの御子において、その血によって贖われ、罪を赦されました。これは、神の豊かな恵みによるものです。

神はこの恵みをわたしたちの上にあふれさせ、すべての知恵と理解とを与えて、秘められた計画をわたしたち

に知らせてくださいました。これは、前もってキリストにおいてお決めになった神の御心によるものです。こ

うして、時が満ちるに及んで、救いの業が完成され、あらゆるものが、頭であるキリストのもとに一つにまと

められます。天にあるものも地にあるものもキリストのもとに一つにまとめられるのです。』 

 

（祈り） 

 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 1:26~29節（KH兄） 

『兄弟たち、あなたがたが召されたときのことを、思い起こしてみなさい。人間的に見て知恵のある者が多か



ったわけではなく、能力のある者や、家柄のよい者が多かったわけでもありません。ところが、神は知恵ある

者に恥をかかせるため、世の無学な者を選び、力ある者に恥をかかせるため、世の無力な者を選ばれました。

また、神は地位のある者を無力な者とするため、世の無に等しい者、身分の卑しい者や見下げられている者を

選ばれたのです。それは、だれ一人、神の前で誇ることがないようにするためです。』 

 

礼拝讃美歌⇒9番（旧 6番） 

『取柄あらぬ』 

 

 

《パン裂き》 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙一 1:23~26節（KH兄） 

『わたしがあなたがたに伝えたことは、わたし自身、主から受けたものです。すなわち、主イエスは、引き渡

される夜、パンを取り、感謝の祈りをささげてそれを裂き、「これは、あなたがたのためのわたしの体である。

わたしの記念としてこのように行いなさい」と言われました。また、食事の後で、杯も同じようにして、「こ

の杯は、わたしの血によって立てられる新しい契約である。飲む度に、わたしの記念としてこのように行いな

さい」と言われました。だから、あなたがたは、このパンを食べこの杯を飲むごとに、主が来られるときまで、

主の死を告げ知らせるのです。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒151番（旧 216番） 

『ああ主よわれら』 

 

 

 

 

 

《建徳》 

 

聖書⇒コリントの信徒への手紙二 1:19~22節（KH兄） 

『わたしたち、つまり、わたしとシルワノとテモテが、あなたがたの間で宣べ伝えた神の子イエス・キリス

トは、「然り」と同時に「否」となったような方ではありません。この方においては「然り」だけが実現した

のです。神の約束は、ことごとくこの方において「然り」となったからです。それで、わたしたちは神をた

たえるため、この方を通して「アーメン」と唱えます。わたしたちとあなたがたとをキリストに固く結び付

け、わたしたちに油を注いでくださったのは、神です。神はまた、わたしたちに証印を押して、保証としてわ

たしたちの心に“霊”を与えてくださいました。』 

 



聖書⇒マタイによる福音書 7:12節 

『だから、人にしてもらいたいと思うことは何でも、あなたがたも人にしなさい。これこそ律法と預言者であ

る。」』 

 

聖書⇒ヨハネによる福音書 9:3～7節 

『イエスはお答えになった。「本人が罪を犯したからでも、両親が罪を犯したからでもない。神の業がこの人

に現れるためである。』 

 

 

聖書⇒コヘレトの言葉 12:1節（TM兄） 

『青春の日々にこそ、お前の創造主に心を留めよ。苦しみの日々が来ないうちに。「年を重ねることに喜びは

ない」と／言う年齢にならないうちに。』 

 

聖書⇒申命記 31:6節 

『強く、また雄々しくあれ。恐れてはならない。彼らのゆえにうろたえてはならない。あなたの神、主は、あ

なたと共に歩まれる。あなたを見放すことも、見捨てられることもない。」』 

 

聖書⇒マタイによる福音書 6:31~34節 

『だから、『何を食べようか』『何を飲もうか』『何を着ようか』と言って、思い悩むな。それはみな、異邦人

が切に求めているものだ。あなたがたの天の父は、これらのものがみなあなたがたに必要なことをご存じであ

る。何よりもまず、神の国と神の義を求めなさい。そうすれば、これらのものはみな加えて与えられる。だ

から、明日のことまで思い悩むな。明日のことは明日自らが思い悩む。その日の苦労は、その日だけで十分で

ある。」』 

 

聖書⇒コヘレトの言葉 7:18節 

『一つのことをつかむのはよいが／ほかのことからも手を放してはいけない。神を畏れ敬えば／どちらをも成

し遂げることができる。』 

 

 

礼拝讃美歌⇒62番（旧 16番） 

『イエスよいかばかり』 

 

 

《建徳要旨》 

 

 


